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 【降誕祭の奉事と祝賀会】    【年末年始日程】 

12月22日㈰ 10:00 主日聖体礼儀  12月31日㈫ 17:00  新年奉事徹夜祷 

     祈祷後 降誕祭祝賀会  01月01日㈬  0:00 新年感謝祈祷       

12月24日㈫ 18:00 降誕祭徹夜祷         10:00   新年奉事聖体礼儀       

12月25日㈬  9:00  降誕祭聖体礼儀           

                   
※ 教会に初詣にでかけましょう。過ぎ去っ

た一年を神に感謝し、来る一年に神の恩寵の

あらんことを祈りましょう。 

主 神 我が救世主イイスス・ハリストスの降誕祭 

ハ
リ
ス
ト
ス
天
よ
り
す
、
迎
え
よ 

※降誕祭祝賀会にご参加の方は500円程度の  

 プレゼントをご用意ください。 

ハ
リ
ス
ト
ス
生
ま
る
、
崇
め
讃
め
よ 
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ハリストス、我が神や、 

爾の降誕は世界に知恵の光を照らせり 

これによって星に務むる者は、 

        星に教えられ、 

 爾、義の日を拝み、 

  爾、上よりの東を悟れり 

   主や、光栄は爾に帰す 
 
          ― 降誕祭トロパリ ― 

 ハリストスが降誕されたとき、羊飼いたちに神の使いとその軍勢が現れ、その喜び

を次のように表して神を讃揚したと福音記者ルカは伝える。 

 「至と高きには光栄神に帰し、地には平安降り、人に恵み臨めり」（ルカ伝1:14） 

 教会の聖師父は「私たちの主イイスス・ハリストス、神・言はその限りない愛によ

り、私たちが彼ご自身と同じくなれるように人間になられたのです」と主の降誕の秘

儀を説く。 

 さらに教会の祈祷文では「今日、ハリストス生れた給いしに、天と地は合わせられ

たり。今日、神は地に降り、人は天に升れり」とハリストスによって神と人間との和

解が行われたことを「合わせられたり」という言葉で表している。 

 救いとは神と人との和解が成就するということであり、神と人との愛の交わりが回

復されるということである。旧約の楽園における神と人との交わりを再び得られる事

は、「人の性」を回復することに他ならない。そのために神は「地に降り」人は「天

に升る」という事が可能となった。 

 さらにハリストスが肉体をとられた事は、我々がその尊体尊血と体合する事が出来

るという恩寵が得られたことにつながる。ハリストスが「私の肉を食べ、私の血を飲

む者は私におり、私もまたその人におる」（イオアン伝6:56）と言われたことの成就

の始めである。 

 主の降誕は遥か二千年前にただ一度あった出来事というばかりでなく、常に我々の

中にも「主の降誕」があり、「神は我等と共にす」を体験できることである。 

 ニッサの聖グリゴリイは「ハリストスが洞穴の中に降誕された事は、人類を覆って

いた死の暗闇の中に輝いた霊的な光に似ている」と言う。我々一人ひとりの洞穴にも

救い主の降誕がなされなければならない。（Ｂ） 
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▲ 大主教座下を囲んで記念撮影 

▲ セラフィム大主教座下の祝福を受ける 

 

11
月
３
日
㈰
、
聖
体
礼
儀
に
引
き
続
い
て

聖
名
祭
の
モ
レ
ー
ベ
ン
と
共
に
七
五
三
の
感
謝

祷
が
行
わ
れ
た
。
参
加
し
た
子
供
は
３
人
と
少

な
か
っ
た
も
の
の
、
今
月
聖
名
日
を
迎
え
る
信

徒
と
共
に
、
心
か
ら
の
感
謝
を
神
様
に
捧
げ
る

こ
と
が
で
き
た
。 

 

セ
ラ
フ
ィ
ム
大
主
教
座
下
の
祝
福
に
合
わ
せ

て
「
い
く
と
せ
も
」
の
聖
歌
が
歌
わ
れ
、
子
供

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
参
祷
者
全
員
で
祈
っ

た
。 七

五
三
・
聖
名
日
感
謝
祈
祷 

山
手
正
教
会
信
徒
訪
問 

 

11
月
10
日
㈰
、
東
京
の
山
手
正
教
会
か
ら

10
名
の
信
徒
の
方
々
が
仙
台
正
教
会
を
訪
問

さ
れ
、
聖
体
礼
儀
に
参
祷
さ
れ
た
。 

 

聖
体
礼
儀
に
続
い
て
歓
迎
の
心
を
込
め
て

「
い
く
と
せ
も
」
が
祈
ら
れ
、
セ
ラ
フ
ィ
ム
大

主
教
よ
り
「
教
区
を
越
え
て
こ
う
し
た
信
徒
の

交
流
が
持
て
る
こ
と
は
と
て
も
貴
重
な
こ
と
で

あ
る
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
ご
一
行
は

祈
祷
後
の
昼
食
と
ミ
ニ
講
話
に
も
参
加
さ
れ
、

親
交
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

或
る
橋
の
銘
板
に
は
、
ひ
ら
が
な
で
「○
○
ば
し
」

で
は
な
く
「○
○
は
し
」と
濁
点
を
と
っ
て
書
か
れ
て

い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
そ
の
下
を
流
れ
る

川
が
「濁
ら
な
い
（汚
れ
な
い
）よ
う
に
」と
い
う
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

さ
て
、
正
教
会
訳
の
聖
書
や
祈
祷
書
で
は
、
「天

国
」の
ふ
り
が
な
と
し
て
「て
ん
ご
く
」で
は
な
く
「て

ん
こ
く
」と
濁
点
を
と
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に

は
、
天
国
と
は
「濁
り
（罪
や
穢
れ
や
悪
）」の
無
い

状
態
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
世
で
生
き
て
い
る
私
た
ち
の
心
や
生
活
は

「濁
点
」だ
ら
け
で
あ
る
が
、
私
た
ち
は
、
自
分
の
た

め
に
も
、
そ
し
て
永
眠
者
の
た
め
に
も
、
神
の
憐
れ

み
に
よ
っ
て
「濁
り
」を
取
り
除
い
て
も
ら
い
た
い
と

祈
り
続
け
よ
う
。 

 

平
日
に
行
わ
れ
て
い
た
勉
強
会
を
取
り
や
め

て
水
口
神
父
に
よ
る
「
ミ
ニ
講
話
」
を
日
曜
日

の
祈
祷
後
に
行
う
こ
と
に
な
り
、
11
月
10
日

㈰
、
そ
の
第
一
回
目
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
「
啓
蒙
・
宣
教
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
開
催
日

で
も
あ
っ
た
の
で
、
10
分
と
い
う
短
い
時
間
で

し
た
が
、
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。
以
下
に
そ

の
要
約
を
記
し
ま
す
。 

ミ
ニ
講
話
の
開
催 



 

ご
永
眠 

二
〇
一
九
年
十
一
月
九
日 

 

中
新
田
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会 

 

 

エ
ウ
ド
キ
ヤ
北
浦
エ
ワ
姉
（
88
歳
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
遠
の
記
憶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
遠
の
記
憶 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

永
遠
の
記
憶 
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▲ 納骨後に墓前で記念撮影 

 11月24日㈰、中新田正教会では恒例となった「収

穫感謝祭」が行われた。新聖堂で迎える最初の「収

穫感謝祭」とあって、多くの信徒が参加した。聖体

礼儀後に収穫感謝のモレーベンを献じ、収穫された

産物を成聖した。祈祷後にはバーベキューや手作り

の料理を頂きながら昼食会が催され、大いに飲食し

て収穫祭を祝った。 

エ
リ
ザ
ベ
タ
笠
原
姉
納
骨 

 

エ
リ
ザ
ベ
タ
笠
原
暁
子
姉
（
享
年
88
歳
）

の
納
骨
が
、
11
月
2
日
㈯
、
「
栗
原
市
山
畑

共
葬
墓
地
」
に
お
い
て
行
わ
れ
た
。 

 

 

エ
リ
ザ
ベ
タ
笠
原
姉
は
仙
台
正
教
会
所
属
で

あ
っ
た
が
、
埼
玉
県
の
施
設
に
入
所
さ
れ
お

り
、
今
年
10
月
1
日
に
ご
永
眠
さ
れ
た
。 

 

墓
前
で
パ
ニ
ヒ
ダ
を
祈
っ
た
後
、
水
口
神
父

は
「
記
憶
と
は
愛
の
継
続
を
意
味
す
る
。
永
遠

の
神
に
そ
の
記
憶
（
愛
）
を
願
う
の
が
『
永
遠

の
記
憶
』
と
い
う
祈
り
」
と
話
さ
れ
た
。 

▲ 感謝祈祷 
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去
る
11
月
10
日
㈰
、
秋
晴
れ
の
午
後
、
啓

蒙
・
宣
教
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
企
画
第
３
弾
と
な
る

「
ル
ー
マ
ニ
ア
の
話
」
が
開
催
さ
れ
た
。
講
師

に
は
ル
ー
マ
ニ
ア
出
身
で
現
在
東
北
大
学
理
学

部
の
大
学
院
博
士
課
程
で
数
学
を
専
攻
さ
れ
て

い
る
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
レ
ス

ニ
ッ
ク
兄
を
お
迎
え
し
た
。 

 

私
た
ち
日
本
人
に
と
っ
て
は
、
や
や
な
じ
み

が
薄
い
東
欧
の
国
ル
ー
マ
ニ
ア
の
地
理
・

歴
史
・
生
活
な
ど
に
つ
い
て
、
写
真
を
ふ
ん
だ

ん
に
用
い
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
お
話
し
し

て
く
だ
さ
っ
た
。 

 

特
に
国
民
の
大
多
数
が
信
徒
だ
と
い
う
ハ
リ

ス
ト
ス
正
教
会
と
ル
ー
マ
ニ
ア
の
歴
史
が
、
い

か
に
密
接
に
関
連
し
て
発
展
し
て
き
た
か
に
つ

い
て
、
書
物
か
ら
だ
け
で
は
決
し
て
知
る
こ
と

が
出
来
な
い
真
の
姿
を
、
流
暢
な
日
本
語
で
お

聞
か
せ
く
だ
さ
っ
た
。 

 

多
く
の
質
問
に
も
誠
実
に
答
え
ら
れ
、
こ
の

日
ば
か
り
は
い
つ
も
聖
堂
内
で
飄
々
と
礼
拝
さ

れ
て
い
る
セ
バ
ス
チ
ャ
ン
兄
も
数
学
者
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
で
も
な
く
、
歴
史
家
セ
バ
ス
チ
ャ
ン

氏
で
あ
っ
た
。 

 

会
で
は
奥
様
の
春
佳
さ
ん
が
水
口
マ
ト
シ
カ

と
協
力
し
て
手
作
り
さ
れ
た
焼
き
た
て
の
コ
ゾ

ナ
ッ
ク
と
い
う
ル
ー
マ
ニ
ア
の
降
誕
祭
の
パ
ン

や
、
清
水
姉
お
手
製
の
ケ
ー
キ
な
ど
が
振
る
舞

わ
れ
、
味
覚
の
面
で
も
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
。 

 

締
め
く
く
り
に
、
高
橋
嘉
彦
兄
の
リ
ー
ド
で

イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
の
「
ダ
ニ
ュ
ー
ヴ
河
の 

              

漣
」
を
児
玉
マ
ト
シ
カ
の
ピ
ア
ノ
、
山
田
兄
の

ギ
タ
ー
の
伴
奏
に
乗
せ
参
加
者
二
十
数
名
で
合

唱
し
て
、
２
時
間
近
く
に
及
ん
だ
有
意
義
な
ひ

と
時
を
終
え
た
。 

 

ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
婦
人
会
・
方
舟
会
の
皆

様
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
今
後
も
よ
り
充
実

し
た
企
画
を
準
備
し
つ
つ
、
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
（
ニ
コ
ラ
イ
本
多
） 

第
３
回 

啓
蒙
・
宣
教
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
催
（
11
・
10
） 

 ▲ プロジェクターを使ったわかりやすいお話 

 ▲ 会場の様子 

▲振る舞われたお菓子 
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12月聖名日 

モレーベンのご案内 

12月1日㈰聖体礼儀後 

▲聖使徒アンドレイ ▲聖列祖ルツ 

 12月の聖名日モレーベンに該当する

方々の一覧です。是非ご参祷下さい。                    

聖名日 聖   名 氏   名（敬称略） 

12月7日 エカテリナ 
（アレクサンドリヤの聖致命女） 児玉繁子、高橋めぐみ、山田恵津子 

12月7日 アウグスタ 
（アレクサンドリヤの聖致命女） 後藤やすゑ 

12月13日 聖使徒アンドレイ 遠藤 守、小野崇耶 

12月19日 ニコライ 
（ミラ・リキヤの大主教奇蹟者） 

大窪 仁、佐藤信一、菅原克明、 

高橋文彦、道家憲雄、本多弘明、 

山田喜美雄、山村英作 

12月21日 アンフーサ（聖致命女） 山崎治子、山寺しちよ 

12月26日 ルキヤ（聖致命処女） 佐藤宏美 

聖列祖の主日 聖列祖ルツ 太田道江 

聖列祖の主日 聖列祖イサク 本多由幸、山村一作 

     
 今年は下記の日程で降誕祭の奉事と祝賀会を行い

ます。24日には多くの市民の方々も訪れます。皆さ

まもどうぞご家族連れでご参加下さい。 

12月22日(日)10:00 主日聖体礼儀 

  祈祷後  降誕祭祝賀会（4階）  
 ※祝賀会に参加する大人は500円ほどの 

                プレゼントをご持参下さい。       
12月24日(火) 18:00  降誕祭徹夜祷 

12月25日(水)   9:00  降誕祭聖体礼儀 

ご奉仕のお願い 

12月1日（日）の祈

祷後に、クリスマス

ツリーの装飾などの

作業を行います。ご

奉仕、ご協力をお

願いします。 
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令
和
元
年
11
月
3
日
㈰ 

 
 
 

午
後
1
時
半
～
3
時 

３
階
会
議
室 

 

一
、
報
告
事
項 

・
11
／
3
㈰ 

七
五
三
モ
レ
ー
ベ
ン 

・
会
計
報
告 

一
般
／
収
益 

・
フ
ォ
ー
バ
ル
と
の
契
約
更
新 

・
照
明
器
具
Ｐ
Ｃ
Ｂ
使
用
安
定
期
の
調
査
報
告 

・
教
会
用
デ
ジ
カ
メ
購
入 

 

二
、
予
定 

・
11
／
10
㈰ 

山
手
正
教
会
信
徒
訪
問
／
ミ
ニ 

 
 
 
 

講
話
／
宣
教
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
三
弾 

・
11
／
24
㈰ 

大
主
教
座
下
、
ロ
ー
マ
法
王 

 
 
 
 
 

関
連
行
事
の
た
め
広
島
・
東
京
へ 

・
12
／
22
㈰ 

降
誕
祭
祝
賀
会 

・
12
／
24
㈫ 

18
時 

降
誕
祭
前
晩
祷 

 

12
／
25
㈬ 

9
時 

祭
日
聖
体
礼
儀 

・
12
／
31
㈫ 

17
時 

新
年
の
奉
事
前
晩
祷 

・
1
／
1
㈬ 

9
時 

祭
日
聖
体
礼
儀 

・
２
０
２
０
年
の
全
国
公
会
は
仙
台
教
会
が
会 

 

場
と
な
る
予
定 

・
２
０
２
０
年
の
教
区
会
議
は
仙
台
教
会
が
会 

 

場
と
な
る
予
定 

 

三
、
協
議
事
項 

・
バ
ザ
ー
収
支
報
告
と
益
金
配
分 

11
／
3
現
在
で
、8

2
9

,4
0
5

円
の
収
益
。
益
金

の
配
分
に
つ
い
て
は
例
年
の
よ
う
に
災
害
義
援

金5
0

,0
0

0

円
、
き
ぼ
う
園1

8
0

,0
0
0

円
、
育
児

園3
0

,0
0
0

円
、
聖
堂
維
持
基
金2

5
0

,0
0
0

円
と

す
る
（
次
年
度
繰
越1

6
6

,2
5

6

円
～
最
終
清
算
で

変
動
～
）
。 

・
信
徒
懇
親
会
詳
細
報
告
（
別
紙
参
照
）
請
求

書
が
未
受
領
な
の
で
現
時
点
で
の
会
計
報
告
は

無
し
。
反
省
点
と
し
て
は
「
案
内
を
早
め
に
す

る
」
「
受
付
の
時
間
帯
を
決
め
る
」
「
二
次
会

の
た
め
の
連
絡
を
密
に
す
る
」
な
ど
。 

・
降
誕
祭
に
つ
い
て
、
祝
賀
会
は
12
／
22
。
プ

レ
ゼ
ン
ト
交
換
の
案
内
を
徹
底
す
る
。
食
事
の

内
容
な
ど
、
全
般
的
に
例
年
ど
お
り
と
す
る
。

会
報
に
「
降
誕
祭
献
金
袋
」
を
同
封
す
る
。 

・
代
式
祈
祷
に
つ
い
て
、
現
在
手
元
に
あ
る
楽

譜
付
き
祈
祷
書
を
修
正
す
る
余
地
が
あ
る
の

で
、
改
訂
版
を
水
口
神
父
が
作
成
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。 

 
 四

、
そ
の
他 

・
教
会
車
に
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
購
入
す
る
。 

・
会
館
清
掃
用
と
し
て
コ
ー
ド
レ
ス
掃
除
機
を 

 

購
入
す
る
。 

・
木
製
オ
ル
ガ
ン
の
処
分
を
高
橋
嘉
彦
兄
に
依 

 

頼
す
る
。 

  
 
 
 
 
 
 
 

  
 

 

○
聖
堂
内
献
金 

九
万
六
千
二
百
十
円 

 

〇
降
誕
祭
献
金 

一
万
円 

加
藤
勢
津 

五
千
円 

永
沢
正
輝
、
鈴
木
え
み
子 

三
千
円 

佐
藤
明
彦 

 

○
感
謝
献
金 

三
万
円 

山
崎
佳
代
子 

二
万
円 

山
手
正
教
会
有
志 

一
万
円 

石
巻
正
教
会
、
中
新
田
正
教
会
、
盛 

 
 
 
 

正
教
会
、
松
島
和
香
子
、
昆
恵
子
・ 

 
 
 
 

林
久
美
子
、
昆
守 

五
千
円 

葛
西
宥
清
、
白
河
正
教
会
、
高
清
水 

 
 
 
 

正
教
会
、
盛
岡
正
教
会
婦
人
会
、
小 

 
 
 
 

池
眞
代
、
湊
み
ど
り
・
林
京
子
、
山 

 
 
 
 

崎
雅
代 

三
千
円 

宮
崎
弥
行
・
彩
子
、
高
橋
哲
郎
輔
祭 

 
 
 
 

大
寺
弘
子
、
堀
田
千
枝
、
千
葉
真
貴 

二
千
円 

佐
藤
幾
久
子 

 

○
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

五
万
円 

笠
原
豊
（
納
骨
） 

○
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ
献
金 

 

三
万
円 

木
村
富
喜
子
、
平
塚
郁
子 

一
万
円 

木
村
富
喜
子
、
山
村
清
子 

二
千
円 

佐
藤
明
彦
、
佐
藤
周
治
、
高
橋
文
彦 

 
 
 
 

小
原
淑
子
、
笹
川
皓
、
大
立
目
謙
直 

 

千
円 

山
本
理
恵
子           

献 

金 

報 

告 

（1
.1

0
.2

6

～1
.1

1
.2

0

） 
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11
月
30
日
㈯ 
主
日
徹
夜
祷 

第
７
調
（
17
時
） 

１
日
㈰ 

第
24
主
日
聖
体
礼
儀 

 
 

（
10
時
） 

書
札 

エ
フ
ェ
ス 

2:

14-

22 

福
音 

ル
カ 

 
 

12:

16-

21 

 
 

 

▼
聖
名
日
モ
レ
ー
ベ
ン 

30-

１
日
水
口
神
父
白
河
正
教
会
出
張 

 

30
日
㈯ 

18
時 

祭
日
徹
夜
祷 

１
日
㈰ 

10
時 

主
日
・
生
神
女
進
堂
祭 

 
 
 
 
 
 
 

聖
体
礼
儀 

3
日
㈫ 

祭
日
徹
夜
祷 

祭
日
調 

（
17
時
） 

4
日
㈬ 

生
神
女
進
堂
祭
聖
体
礼
儀
（
９
時
） 

書
札 

エ
ウ
レ
イ 

9:

1-

7 

 
 

 
 

福
音 

ル
カ
10:

38-

42
、
11:

27-

28 

７
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
８
調 

（
17
時
） 

８
日
㈰ 

第
25
主
日
聖
体
礼
儀 

 

（
10
時
） 

書
札 

エ
フ
ェ
ス 

4:

1-

6 

福
音 

ル
カ 

 
 

13:

10-

17 

 
 

 

★
教
会
学
校 

■
月
例
パ
ニ
ヒ
ダ 

 
 

 

〇
定
例
執
事
会 

14
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
１
調 

（
17
時
） 

15
日
㈰ 

第
26
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 

書
札 

エ
フ
ェ
ス 

5:

8-

19 

福
音 

ル
カ 

 
 

18:

18-

27 

☆
【
ミ
ニ
講
話
】
「
婦
人
会
・
方
舟
会
」 

※
降
誕
祭
前
聖
堂
・
境
内
清
掃
奉
仕 

18
日
㈬ 

祭
日
徹
夜
祷 

祭
日
調 

（
17
時
） 

19
日
㈭ 

 

 

聖
体
礼
儀 

(

９
時
）   

 
 
 
 

書
札 

エ
ウ
レ
イ 

13:

17-

21 

 
 

福
音 

ル
カ 

 
 

6:

17-

23 
 

21
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
２
調 

 

（
17
時
） 

22
日
㈰ 

降
誕
祭
前
主
日
聖
体
礼
儀
（
10

時
）

 
 

書
札 

エ
ウ
レ
イ 

 

11:

9-

10 

17-

23 

32-

40 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ 

  

1:

1-

25 

 
 
 

★
教
会
学
校 

※
降
誕
祭
祝
賀
会 

(

聖
体
礼
儀
後
4
階
ホ
ー
ル) 

21-
22
日
水
口
神
父
中
新
田
正
教
会
出
張 

 

21
日
㈯ 

16
時
聖
歌
練
習 

 

 
 
 
 
 
 

17
時 

祭
日
前
晩
祷
／
祝
賀
会 

22
日
㈰ 
10
時 

降
誕
祭
聖
体
礼
儀 

24
日
㈫ 

降
誕
祭
徹
夜
祷 

 

（
18
時
） 

25
日
㈬ 

降
誕
祭
聖
体
礼
儀 

 
 

（
９
時
） 

書
札 

ガ
ラ
テ
ィ
ヤ 

  

4:

4-

7 

 
 
 
 

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ 

  
2:

1-

12 
 

28
日
㈯ 

主
日
徹
夜
祷 

第
３
調 

（
17
時
） 

29
日
㈰ 

降
誕
祭
後
主
日
聖
体
礼
儀
（
10
時
） 

 
 
 
  

書
札 

ガ
ラ
テ
ィ
ヤ 

 

1:

11-

19 

 
 
 
  

福
音 

マ
ト
フ
ェ
イ 

 

2:

13-

23 
 

31
日
㈫ 

新
年
の
奉
事
徹
夜
祷 

 

（
17
時
） 

1
日
㈬ 

新
年
の
感
謝
祈
祷 

 
 

（
0
時
） 

 
 
 
 

新
年
の
奉
事
聖
体
礼
儀 

（
10
時
） 

書
札 

テ
ィ
モ
フ
ェ
イ
前
2:

1-

7 

 
 
 
 

福
音 

ル
カ 

 
 
 
 

4:

16-

22 

 
 

新
年
の
感
謝
祈
祷 

 
 

（
祈
祷
後
） 

  

※
12
月
25
日
の
降
誕
祭
執
行
な
ど
に
よ
り
、
12
月
と 

 

1
月
の
主
日
福
音
は
変
則
的
に
読
ま
れ
ま
す
。  

12
月
行
事
・

奉
事
予
定 

【教会学校】 

・8,22日㈰ 
 
【聖歌練習】 

・11月30日㈯ 15:00 

・1日㈰ 主日聖体礼儀後 

・14日㈯ 14:00 
 
【ミニ講話】 

・15日㈰ 聖体礼儀終了後 
 
【伝道会】 

・4,11,25日㈬ 18:00～ 
18日の伝道会は晩祷のためお休

みします 

降誕祭献金 
 
今年も無事、降誕祭を

迎えられたことを感謝

して「降誕祭献金」をし

ましょう。専用の封筒お

よび郵便振替用紙を

同封します。どうぞご利

用ください。 


